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	２．事業内容（概要）
	３．アンケート結果
	（１）アンケート
	＜参加者＞
	４満足　３やや満足　２やや不満　１不満
	（２）参加者の声
	○海がきれい。
	○人と人との距離が近くてびっくりした。でも、楽しく過ごせた。
	○楽しい。
	○天気が変わりやすい。
	○ボランティアの人とかもやさしかったし、楽しかった。また行きたいと思った。
	○起きる時間をもう少し、おそくできませんでしょーか。
	○またきたい。
	４．成果と課題
	○青空教室への参加者は、学校へ戻る子が多い。
	○他人と接することが苦手だった子が、しだいに仲間と触れあう様子が見られた。交流会→本番という流れの中で徐々に苦手意識がなくなっていったものと思われる。ボランティアのおかげである。
	○子供とボランティアとのななめの関係がよいのではないか。ボランティアの存在が、子供たちの成長にとって必要である。温かい雰囲気の中で、できなかったことができるようになる（ゲームの時など）様子が見られるという価値を感じてほしい。
	○落ち着いて話を聴く場所として「研修室３」を活用することができた。慣れない環境での新たなチャレンジに取り組む子供たちにとって、落ち着いて説明を聴き、活動前に見通しをもつことが大切だと感じている。今後も、このような空間を確保したい。
	○天候に恵まれた。海の状況も最高によかった。それだけで子供たちやスタッフなど、みんなが楽しく海の活動に取り組むことができた。
	●活動中に休憩したい子供も出てくる事がある。例えば、野外炊事の時にどうしても煙が苦手な子もいる。そのような時にすぐに休める場所（ログハウスなど）を確保しておきたい。「つらくなったときどうするか」という具体的な行動を事前に示すことを、注意深く行うべきである。
	●２日目の、海活動が午前・午後と続く場合、昼食は食堂食ではなく弁当にすることで着替えをすることなく、好きな場所で食べられて良いのではないか。特に今回は、天候も良かったため、十分外で食べられる状況であった。
	５．活動の様子

